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水
問
題
の
解
決
策
議
論

１
７
０
カ
国

・
４
万
人
が
参
加

第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
１２
～
‐７
日
、
韓
国

・
大
郎
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。
世
界
約
１
７
０
カ

国
か
ら
約
４
万
１
千
人
が
参
加
し
、
「私
た
ち
の
未
来
へ
の
水
、
安
全
で
豊
か
な
水
を
全
で
の
人
々
に
」
を

テ
ー
マ
に
約
４
０
０
の
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
、
水
問
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
し
た
。
最

終
日
に
は
、
水
の
安
全
保
障
や
持
続
可
能
性
、
実
現
可
能
な
履
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
な
ど
に
向
け
た

「大

邸

・
慶
北
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
。
次
国
会
合
は
３
年
後
、
プ
ラ
ジ
ル
の
首
都
プ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

し
て
い
た
の
は
韓
国
、
日

本
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
な

ど
‐５
カ
国
。

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
の
オ
ー

プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

竹
村
公
太
郎
事
務
局
長
が

「産

・
官

・
学
、
民
間
、
Ｎ

Ｃ
Ｏ
が
総
力
を
挙
げ
て
日
本

の
水
へ
の
取
り
組
み
を
世
界

に
発
信
し
よ
う
」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
し
、
国
土
交
通
省

の
宮
本
健
也
河
川
調
整
官
お

よ
び
関
係
者
で
、
日
本
パ
ビ

リ
オ
ン
の
成
功
を
祈
り
日
本

か
ら
持
参
し
た
ダ
ル
マ
に
目

を
入
れ
た

（
写
真
）
。
ま
た

‐４
日
に
は
在
大
韓
民
国
日
本

国
大
使
館
か
ら
別
所
浩
郎
特

命
全
権
大
使
が
日
本
パ
ビ
リ

オ
ン
を
訪
れ
、
各
展
示
ブ
ー

ス
を
回
り
説
明
員
を
激
励
し

た
。世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
連

３
年
に

一
度
開
催
さ
れ
る

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
水

に
関
す
る
全
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
国
際
機
関

や
各
国
政
府
、
地
方
政
府
、

学
界
、
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
、
民
間
企
業
、
専
門
家
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
事
業
体
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
が
参
集
し
、
水
を

多
面
的
な
視
点
か
ら
捉
え
、

将
来
の
水
政
策
を
提
言
す
る

世
界
最
大
級
の
会
議
。
今
回

は
各
国
の
首
脳
級
が
参
加
す

る
政
治
プ
ロ
セ
ス
、
具
体
的

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
討
議
さ

れ
る
テ
ー
マ
別
会
議
、
地
域

性
テ
ー
マ
、
科
学
技
術
の
４

つ
の
メ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

展
開
さ
れ
た
。
ま
た
同
時

に
、

７。
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
１
０
０
を
超
え
る
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
多
く

の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

謁
会
式
で
は
ホ
ス
ト
コ
を

代
表
し
朴
種
恵
大
統
領
が
、

最
近
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い

る
水
不
足
の
現
状
に
つ
い
て

述
べ

「水
問
題
の
解
決
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
水
資
源

へ
の
影
響
な
ど

一
カ
国
だ
け

で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
国
際
的
な
つ
な
が
り
で

人
間
の
英
知
を
集
め
、
水
間

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
、
次
世
代
の
た
め
に
、
今

回
の
第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
成
果
に
期
待
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

首
脳
級
が
参
加
す
る
ハ
イ

レ
ベ
ル
会
合
で
は
、
水
の
安

全
保
障
と
持
続
可
能
な
水
循

環
を
築
く
提
言
と
し
て
、

イ

ン
フ
ラ
ヘ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

問
題
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
の
後
継
策
、
国
際
連

携
の
あ
り
か
た
な
ど
２
０
３

０
年
に
向
け
て
の
提
言
が
な

さ
れ
た
。
太
田
昭
宏
国
土
交

通
相
は
、

１３
日
の
世
界
水
フ

ォ
ー
ラ
ム
閣
僚
会
議
、
円
卓

会
議
、
さ
ら
に
は
、
３
年
ぶ

り
と
な
る
日
中
韓
水
担
当
大

臣
会
合
に
出
席
し
た
。

約
４
０
０
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
地
球
温
暖
化
に
適
応

す
る
水
リ
ス
ク
の
低
減
、
水

と

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
間

題
、
水
災
害
と
防
災
対
策
、

各
国
の
水
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
新
し

い
テ
ー
マ
と
し
て
、
「水
の

文
化
、
正
義
、
そ
し
て
公
平

さ
」
が
討
議
さ
れ
、
多
様
性

の
あ
る
水
文
化
の
継
承
の
大

切
さ
、
女
性
と
水
、
新
し
い

水
倫
理
の
あ
り
方
な
ど
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
た
。

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展
示
会
場
に
は

世
界
か
ら
約
３
０
０
プ
ー
ス

の
出
展
が
あ
っ
た
。
国
別
に

自
コ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
開
設

続
し
て
参
加
し
て
い
る
、
グ

肝
聡

肝

膝

眸

パ
ン
の
吉
村
和
就
代
表
は
今

腕
隊
Ｅ
区
ｂ
曙

「特
に
地
球
温
暖
化

へ
の
適

踵
硲
駐
讐
糧
握

跨
ぐ
国
際
河
川
の
扱
い
方
（

薩
層
豚
降
Ｌ
騒

ど
、
国
際
連
携
の
あ
り
方
が

多
Ｋ
尉
艤
睦
れ
た
ド
に
の
結

‐果は
国
陣
の
Ｒ
ン
ト
ア
ム
開

発
目
標
の
後
継
策
に
し
て
世

界
に
広
げ
ｂ
れ
る
Ｐ
旧
体
パ

‐‐ビ
リ
隣
ン
の
印
像
は
い
膿
Ｆ

富
・
学
、
民
間
が
一
丸
と
な

Ｐ
ｒ
日
汰
際
常
Ｌ
肝
」
Ｉ
お

り
、
水
の
多
様
性
に
合
わ
せ

た
素
晴
ら
し
い
行
動
力
を
つ

け
て
き
た
と
い
う
印
象
だ
。

特
に
九
州
勢
や
中
部
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
取
り
組
み
な
ど
が
評

価
で
き
る
。

１８
年
に
日
本
で

，開
催
ド
防
隊
Ⅳ
」
躍
降
直
界
水
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会
議
の
成
果
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
。
日
本
は
も

っ
と
積
極

的
に
海
外
に
情
報
を
発
信

鮨
ド
隆
膠
雁
隆
信
ト
レ
ジ

ア
の
水
政
策
の
中
心
に
な
る

に
と
に
期
待
し
て
い
隧
卜
と

繭
ｐ
に
ド


